


















れは隣接のスピンが平行な状態であると云いた くなるが,正 しくない. 3次元のT-∞ で
考えれば, これはp-告のランダムサイ トパーコレー ションと同 じだか ら(pc=0･31,sc),
††の領域 も11の領域 も系全体に広がっている.数値計算によれば/1/,そんな高温の状態が
scではT>0.95Tcか ら始 まるので, このような幾何学的結合の浸透 によって相転移を説明




ルニクスか らニュー トンへの飛躍 ほどではないにせよ,相転移の何か新 しい知見や洞察が期
待できる.実際,フェロPottsモデルでは,この結合を利R'した格段 に熟平衡化が早い,い




デルや我々が扱 う3次元一般化 クロック(Gc上)モデルはまさにそんな系で~,モ ンテカルロ
ひね りの方法によれば,新 しい型の秩序相である不完全秩序相 (lop)が存在す る (/4/と
その中の文献).それが関係する相転移の 1つは対称性の破れを伴わないもので, 3次元系
では初めて得 られた.これ らの新 しい秩序 と相転移は物理的結合_Eこよる記述によっては じめ
て明確 に理解で きる/2/.この記述 によってIOPが新 しい型の浸透相であ り,それがGCIJ
モデルに存在することを証明する.それによって上記の相転移が純粋に トポロジカルな もの










る･ これは 1つの状態が支配 しているので完全秩序相 (COP)と呼んでいる.他方,E1-0
近傍では隣合 った 2状態が支配的なIOPlと3状態が支配~的なIOP2が存在する (図 2参
照).図 3はスピン配列の断面図である (周期的痩界条件).左のIOPlでは隣合 った2状
態は共に浸透 している･右のIOP2では 1つの状態が大勢を占め,両隣の状態(Oと口)が有
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2.物哩幡 創こよる記述









ら得 られる図形はスピン配列 となる.それに対 し,(2B)から得 られる図形は我々が求めて
いるもあであiことが以下のようは分かも･守 の▲図形の成分 となる(2B)ゐ各項を｣bondと
呼び,第 1項か ら順に2inkbond,jointLbond,vacantb｡ndと名づける.寸-bond~は恒等式













V-bondが全 く生 じないpv-0のモデルを物理的結合 (PC)型の主デルと呼ぼう.このモデ
んの特徴は,幾何学的結合と物理的結合が等 しいこと,必ず何 らかの秩序が存在することで
ある.PC型のモデルの例 としてSO岳モデルがある.相互作用はV(hi-h,･)-Jhi-h,･ Im
(m-1,As°s,･m-2,離散ガウス;m-∞,RSOS)なので,lhi-h)･ト ∞ の確率 (pv)は
ゼロになるからである.実際にこれらのモデルは高温でも無秩序相はなく,i-∞ のラフ相
が存在する.説明は省略するが,ラフ相は全ての色のj-bondが浸透ILた秩序相である.
























の上限を求め,S- ∞ でp(S)-0の条件を計算する.その結果,低温側 (T≦0･38,sc)に




序相 (DP)で もないこと,またCOPもDPも各々 1つ しかないことか ら,IOP2は2色の







在 しないと信 じられていたが,それを否定する新 しい結果である.なお,2次元 GCLモデ
ルにも同様の証明が可能で従来の結果と矛盾 しない.
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